
 

 

 

 

 

学校における体力向上に向けたマネジ

メントの進め方などについて、下記の講

義・演習の内容を、分かりやすくまとめま

した。 
 

 

平成２９年度 

「体力向上マネジメント指導者養成研修」 

期日：平成２９年６月２０日（火）～６月２３日（金） 

会場：独立行政法人教職員支援機構 

 

 

 

 

 

 

第４章 体力向上マネジメント 

第４章における参考資料 

出典：「平成２９年度体力向上マネジメント指導者養成研修」 

   〇 国士舘大学 教授 北神 正行 講師資料 

   〇 日本女子体育大学 特任教授 畑 攻 講師資料 

   〇 研修グループによる協議・作成資料 
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さまざまな環境の変化に応じて自らを変えていく必要があります。特に学校は、

これまでの成功体験にとらわれ、現状維持に陥りやすい傾向があります。教職員一人一

人が「変える」ことの必要性を理解し、難しさを克服して、学校を変える主体としての

役割を果たすことが必要となります。 

学校に存在する体力向上に関する「強み」や「弱み」の中から有効な資源や手

立て、解決すべき課題を「見つける」ことが必要です。学校の場合「弱み」に目がいき

がちですが、「強み」にも目を向け「強み」を生かす方法、「弱み」を「強み」に替える

方法を工夫することに留意することが大切です。 

これまでの学校は、一人一人の教職員の頑張りに支えられてきた側面が強くあり

ましたが、これからは、個に頼るのではなく組織として持てる力を最大限に発揮してい

かなければなりません。そのために「教職員と教職員を」「教職員と保護者を」「教職員

と地域を」「保護者と地域を」つなぐことが重要となります。 

第４章 体力向上に関するマネジメント 

２０１６年１月に文部科学省が策定した「次世代の学校・地域」創生プランでは 

複雑化・多様化する学校の課題への対応や、子供たちに必要な資質・能力の育成の

ための教職員の指導体制の充実に加え、学校において教員が心理や福祉等の専門スタ

ッフと連携・分担する体制の整備や、学校のマネジメント機能の強化により、学校の

教育力・組織力を向上させ、学校が多様な人々とつながりを保ちながら学ぶことので

きる場となるようにする。 

と示されています。つまり、学校における児童生徒の体力向上を目指す取組に関して

もマネジメント機能を強化していく必要があります。 

 本章では、体力向上に関するマネジメントの在り方について「Ｑ＆Ａ」形式で説明

していきます。 

 

 

さまざまな資源・資産・リスクを管理し、効果を最大化する手法のことです。 

 

 

学校にある資源（人・もの等）を全て活用して、子どもの体力向上を図っていく 

ことです。大きく分けると下記の２つに分類できます。 

 

  

 

 

 

学校組織マネジメントを進めていく上で大切なことは、以下のとおりです。 

ア 体力向上に向けた学校組織マネジメントにおける３つの共通理解項目 

【目 的】 児童生徒の確かな成長を保障することであり、そのために質の高い教 

育を提供することです。 

 【対 象】 学校運営に影響を与える要素・要因すべてを対象とします。 

 【実行者】 校長・教頭等の管理職だけが取り組むものではなく、全教職員で取り 

組んでいくべきものです。 

 イ 体力向上に向けた学校組織マネジメントにおける３つの視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 体力向上に向けた学校組織マネジメント 

② 体力向上に向けたカリキュラム・マネジメント 

１ そもそも「マネジメント」って何？ 

 

２ 体力向上のマネジメントってどんなこと？ 

 

 

２－① 学校組織マネジメントは、だれが、どんなことをするの？ 

 

 

変える 

 

 

見つける 

 

 

つなぐ 
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 次期学習指導要領には、以下の３つの側面から、教育課程に基づき、組織的・計画

的に教育活動の質の向上を図っていくものとして「カリキュラム・マネジメント」を

推進していくことが示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このことを考えると、体力向上に関してのみマネジメントを行うのではなく、下記

の図のイメージのように、「チーム保健体育（仮題）」としてその他の理念を浸透させ

ていくことを同時に行っていくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 質の高い体力向上のマネジメントを進めていくために、下記のようなＲ－ＰＤＣＡ

サイクルに基づいた各学校での取組を考えていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内での体力向上の取組 

学校における体育・健康に関する指導は、児童生徒の発達の段階を考慮して、

学校の教育活動全体を通じて適切に行うものとする。 

児童生徒の実態把握を全教職員で 

・学校全体の計画 

・各学年の計画 

（各教科・特別活動等） 
Ｒ 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 

・・・体力調査や質問紙調査等の各種データ等を活用し、児童生徒の実態を踏

まえた計画を立てましょう。 

・・・立てた計画（体力向上の取組）を実行しましょう。 

・・・体力調査や質問紙調査等の各種データ等から取組や計画そのものが適

していたのかを点検（評価）しましょう。 

・・・点検したことをもとに、学年や学校全体の教職員で改善に向けて成果 

や課題などを協議し、次の計画を立てましょう。 

① 各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえた教科横断

的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列してくこと。 
 

② 教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や各

種データ等に基づき、教育課程を編成し実施し、評価して改善を図る一連のPDCA

サイクルを確立すること。 
 

③ 教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も含

めて活用しながら効果的に組み合わせること。 

２－② 体力向上に向けたカリキュラム・マネジメントは、どんなことをしていけ 

ばいいの？ 

 

 

チーム 

「保健体育」 

生きる力 ヘルスプロモーション 

地域合同保健活動 

学校保健活動 

保健室 
保健の学習 

授業づくり 

体育科 体育の学習 

授業づくり 

体育的行事 

運動部活動 

地域合同スポーツ活動 

体力向上 
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 体力向上カリキュラム・マネジメントの指導例として、小学校における年間指導計

画例を下記に示しました。 

 各学校の児童・教職員・保護者や地域の実態に応じて組み換え等を行い、工夫した

指導計画作成を手がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 具体的な体力向上に向けたカリキュラム・マネジメントの指導例は？ 

上記の指導計画例は、熊本県教育委員会ホームページ「子どもの体力」で Excel ファイルにて掲載して

います。ぜご活用ください。 

－33－ 


